
  

〖一般就労及び中間就労を経ての就労〗 

・北洋建設 株式会社 

・株式会社 ヤマトセキュリティ 

・株式会社 スカイネット 

・株式会社 イカイ 

〖福祉関係〗 

・株式会社 モナミコーポレーション 

・秀欧会福祉サービス 株式会社 

・ＮＰＯ法人 札幌障害者活動支援センター ライフ 

・一般社団法人 想夢社 

連
携
団
体 

平成 29 年 3 月 31 日 



ごあいさつ 
 

特定非営利活動法人 自立支援事業所 ベトサダ 

 

私たち「特定非営利活動法人 自立支援事業所 ベトサダ」では、ホームレス及び生活困窮者の自立支援、

就労支援に特化し、生活保護に頼ることなく衣食住の支援を柱に 2005 年より活動をしています。 

 

住所登録を行い、衣食住を支援することにより、心配なく就職活動ができ、安定するまでの間、何の心

配もなく仕事に従事出来ることを提供しています。ただ単に、相談を受け就労先、住居を紹介するのでは

なく、当団体の施設に入居してもらい、自立できるまでの支援を行っています。 

 

 平成 27 年度より、札幌市一時生活支援事業を受託し関連 4 団体と共に「社団法人札幌市一時生活支援

協議会」を設立し、包括的支援を行っています。 

 

また、ベトサダでは、すぐに一般就労することが難しい人達に、ボランティア活動の場及び中間就労の

場を提供して社会で働いていく上での生きがい、やりがい、を感じて貰い、ボランティア及び中間就労を

通して仲間や地域住民との関係をつくり、再び社会復帰を果たすための意欲を高めて貰う事と、失われた

社会との絆を取り戻すことを旨に支援を行っています。 

 

 朝回り、夜回りを行い、路上生活者及び生活困窮者への声掛け、移動相談を実施しています。相談内容

により、緊急シェルター対応、当施設入居、他団体への繋ぎ、中間就労訓練等を行っています。生活困窮

から脱出するには早期対応が大切だと考えているからです。単に、食糧、物資を配るのではなく、生活そ

のものの支援を行うため声掛けを続けています。 

 

生活支援に於いて継続的伴走型支援を行うことにより、人と人の繋がり・絆が強くなり、住居・仕事を

失くした「ハウスレス」状態の人だけではなく、社会的・人間的繋がりを失くした「ホームレス」の人も、

日々の係わりから心を通わせてくれる様になっています。ベトサダでは『助けられる人から助ける人に』

を念頭に、生活困窮者支援を行っていますので、その理念の成果もあり、現在スタッフとして働いている

人もいます。 

 

現在、官庁・市区役所・警察署・矯正施設・弁護士等からの依頼が増えています。受け皿が不足してい

る状態だと考えられますが、ホームレス自立支援保護法から生活困窮者自立支援法に移行することによ

り、受け入れ人数、入居期間、経費等の制限が有ります。そして他の自治体からの受け入れは基本的に出

来ないのですが、関係なくベトサダへの支援希望者は多数名いました。しかし、ベトサダでは今後も生活

保護に頼ることなく、全ての相談者に住居有りきで活動していきます。 

 

今回独立行政法人 福祉医療機構 様の応援のおかげで、『包括的・段階的中間就労支援事業』が出来ま

した事、心より感謝申し上げます。 

 

そして、これからも一人でも多くの生活困窮者と向き合い支援して行く事、地域、社会に復帰できる事

を願い活動を続けて行きたいと思います。 

ご協力頂きました方々にお礼申し上げると共に、今回のご報告をさせて頂きます。 

 

平成 29 年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業報告書                                平成 29 年 3 月 31 日現在 

事業名 

包括的・段階的 

中間就労支援事業 
具体的な事業内容 実施日時 実施場所 

従事者 

の人数 

受益対象者の 

範囲及び人数 

実行委員会の 

開催 

連携事業を円滑に遂行する為、課題の把握、整理、

検討を行う 

・株式会社モナミコーポレーション 

高齢者、障がい者を繋ぐ 

・なんもさサポート  

刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 

・相夢社        高齢者・障がい者を繋ぐ 

・秀欧会福祉サービス株式会社 

高齢者・障がい者を繋ぐ 

・NPO ライフ      高齢者・障がい者を繋ぐ                

・株式会社イカイ      一般就労受け入れ 

・北洋建設株式会社     一般就労受け入れ 

・株式会社ヤマトセキュリティー       

一般就労受け入れ 

・株式会社スカイネット   一般就労受け入れ 

H28年 4月 1日より   

H29 年 3月 31 日 

毎月第 4 日曜日 

・札幌市北区北 22 条西 5 丁目 2-32 

第 11 松井ビル 2-C 
9 名  

生活保護に依存し

ない生活困窮者へ

の自立支援活動 

路上生活者や、さまざまな理由により路上生活に

陥ってしまいそうな若者が自立できるまでの間、

衣食住の提供等の生活支援、求人情報の提供・面

接や通勤等の交通費支給等の就労支援、定期的な

健康診断・病院への送迎、医療費減免手続のサポ

ート等の医療支援を行う事で、安定した生活基盤

を作ってもらう事を目的としています。面接を通

じて適切な連携団体に繋ぎます。 

H28年 4月 1日より  

H29 年 3月 31 日 

・札幌市北区北 21 条西 2 丁目 1-3 

ベトサダ荘 

・札幌市中央区北 4 条西 5 丁目 

北海道林業会館 4Ｆ 

株式会社イカイ 

・札幌市東区北 20条東 12丁目 6-15 

 北洋建設株式会社 

・札幌市白石区菊水 5 条 1 丁目 7-6 

株式会社ヤマトセキュリティー 

・札幌市中央区南 13 条西 6 丁目 

4-11 プレテビル 1F 

株式会社スカイネット 

5 名 

路上生活者及び 

生活困窮者 

総受け入れ人数  212 名 

就労支援者数        143 名 

自立した人数      95 名 
株式会社イカイ        22 名 

株式会社ヤマトセキュリティ     3 名 

株式会社スカイネット        2 名 

北洋建設株式会社      3 名 

合資会社札幌ワークス    1 名 

早期就労が困難な

若者へのパーソナ

ルサポート及び中

間就労支援活動 

障害認定 B・B-、等の知的障害、発達障害、軽度

な身体的障害の人を対象に就労意欲、社会的貢献

の喚起、一般就労に向けた就労訓練を目的に生活

支援を行いながら行います。軽微な就労をしても

らいながら、カウンセリングを行い一人ひとりに

向き合って一般就労に向けてサポートしていき

ます。 

H28年 4月 1日より  

H29 年 3月 31 日 

・札幌市北区北 21 条西 2 丁目 1-3 

ベトサダ荘 

・札幌市東区北 21 条東 1 丁目 1-1 

 マンションハッピー 

4 名 

 

早期就労が困難な若年層の 

生活困窮者 

 

中間就労者数        9 名 
自立            2 名 

無断退荘不明        3 名 

継続中           4 名 

刑余者及び高齢者・

障がい者・介護が必

要な方々への支援

活動 

行き場のない矯正施設退所者に対し、金銭管理・

生活習慣指導を伴走的に行いながら再犯を防ぎ

自立のために支援を行います。 

障がい者及び高齢者に対して通院、買い物等の送

迎、各種手続き、問題点、悩み事の相談、分析を

行いフォローアップすることにより一日も早く

社会参加を実現させることを目的としています。 

長期路上生活で病気を患い、病状が悪化した状態

で相談に訪れる人も多いため、早急な医療サービ

スを的確に受けてもらう事を目的としています。 

H28年 4月 1日より  

H29 年 3月 31 日 

・札幌市北区北 21 条西 2 丁目 1-3 

ベトサダ荘 

・札幌市西区琴似 2 条 5 丁目 3-5 

マンションモモ 1Ｆ 

NPO 法人ライフ 

・札幌市北区北 23 条西 5 丁目 1-18  

Dio ビル 4F  

なんもさサポート 

・札幌市北区北 37 条西 5 丁目 1-14 

㈱モナミコーポレーション 

・樺戸郡新十津川町字花月 393-1 

相夢社 

・札幌市中央区南 3 条西 10 丁目 

Ｓ310 ビル 

秀欧会福祉サービス株式会社 

6 名 

刑余者・障がい者・高齢者 

医療及び介護が必要な 

路上生活者・生活困窮者 

 

矯正施設退所者     21 名 

拘置所       9 名 

警察          30 名 

何らかの障がい者       7 名 

高齢者（55 歳以上）  40 名 

札幌市内における、

路上生活者及び生

活困窮者と思われ

る人への声掛け活

動 

朝回り、夜回り等での声掛け、巡回相談、安否確

認、路上生活者予備軍の早期アプローチによる救

出等を行います 

H28年 4月 1日より  

H29 年 3月 31 日 

月 2 回・土曜日 

札幌駅・地下歩行空間・大通公園・

バスターミナル・他札幌市内 
4 名 

札幌市内の路上生活者 

及び生活困窮者 

目視延べ      813 名 

1 回平均目視   26.2 名 
見回り 31回平均 

路上生活者及び生

活困窮者等の緊急

避難施設（シェルタ

ー）の設置 

路上生活者及び生活困窮者に対し、一時的もしく

は長期で生活支援を行い生活の立て直しを行い

ます。肉体的に疲労困憊した身体を休めてもら

い、精神的に抱えているダメージをカウンセリン

グによりひも解いていき、一般就労に向けさせて

いきます。 

H28年 4月 1日より  

H29 年 3月 31 日 

札幌市北区北 21 条西 2 丁目 1-3 

ベトサダ荘 
5 名 

ホームレス及び 

生活困窮者 

 

延べ       212 名 

24 時間電話相談 

警察署、刑務所、各市役所、区役所、一般住民の

情報提供、本人のインターネット検索他からの相

談、連絡、受け入れ要請 

H28年 4月 1日より  

H29 年 3月 31 日 

札幌市北区北 21 条西 2 丁目 1-3 

ベトサダ第 1 事務所 
3 名 

ホームレス及び 

生活困窮者 

 

夜間電話       111 件 

夜間受け入れ      73 名 

（PM6:00～AM8:00） 

上記に係る運営維

持管理業務 

連携事業の運営管理、経理、一般事務、取り纏め

を行います 

事務員 

H28年 4月 1日より  

H29 年 3月 31 日 

札幌市北区北 21 条西 2 丁目 1-3 

ベトサダ第 1 事務所 
2 名 製本印刷代含む 

生活困窮者一時生

活支援事業（委託事

業対象外者） 

委託事業では支援出来ない人達を、自主事業での

一時生活支援 

（市内の生活困窮者でも生活保護受給中で住居

が無い人等） 

H28年 4月 1日より  

H29 年 3月 31 日 

札幌市北区北 20 条西 2 丁目 1-18 

アブニール 
１名 

札幌市以外の生活困窮者委託事業 

対象外者 

延べ          18 名 

生活保護受給中     10 名 

引きこもり     1 名 

年金受給中     1 名 

その他            6 名 

 

  



実行委員会の開催 

 

連携業務を円滑に行う為開催しました。平成 28 年 4 月 1日から平成 29 年 3月 31 日までの期間で一般就労で

自立した人は 95 名になり、関連連携施設、他施設に移行した人は 63 名になりした。当団体代表を委員長とし

各団体実行委員各 1名により、移行する際の連携の確認（部屋の空き状況、就労・中間就労のサポート等）、本

人の方向性、社会資源の必要性、状況説明等を行いました。委員会は毎月第 4日曜日に行いました。 

 

実行委員会 議事録 

日時 場所 出席 議題 備考 

H28 年 4 月 24 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18 

Dio ビル 4F 
9 名 

就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 2 名、モナミコーポレーション 2 名、ライフ数名、相

夢社数名、秀欧会数名 

ヤマトセキュリティー多数名、イカイ多数名、北洋建設多数名、

スカイネット多数名 

5 月 22 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18 

Dio ビル 4F 
9 名 

就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 2 名、モナミコーポレーション 1 名、ライフ数名、相

夢社数名、秀欧会数名 

ヤマトセキュリティー多数名、イカイ多数名、北洋建設多数名、

スカイネット多数名 

6 月 26 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18 

Dio ビル 4F 
9 名 

就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 0 名、モナミコーポレーション 2 名、ライフ数名、相

夢社数名、秀欧会数名 

ヤマトセキュリティー多数名、イカイ多数名、北洋建設多数名、

スカイネット多数名 

7 月 24 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18 

Dio ビル 4F 
9 名 

就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、進捗状況 

・モナミコーポレーションに移行した人が、モナミコーポレー

ション代表に傷害事件を起こし逮捕された。 

なんもさ 2 名、モナミコーポレーション 3 名、ライフ数名、相

夢社数名、秀欧会数名 

ヤマトセキュリティー多数名、イカイ多数名、北洋建設多数名、

スカイネット多数名 

8 月 28 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18 

Dio ビル 4F 
9 名 

就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 4 名、モナミコーポレーション 1 名、ライフ数名、相

夢社数名、秀欧会数名 

ヤマトセキュリティー多数名、イカイ多数名、北洋建設多数名、

スカイネット多数名 

9 月 25 日 
札幌市北区北22条西5

丁目 2-32 

第 11 松井ビル 2-C 
9 名 

就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 4 名、モナミコーポレーション 3 名、ライフ数名、相

夢社数名、秀欧会数名 

ヤマトセキュリティー多数名、イカイ多数名、北洋建設多数名、

スカイネット多数名 

10 月 23 日 
札幌市北区北22条西5

丁目 2-32 

第 11 松井ビル 2-C 
9 名 

就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 2 名、モナミコーポレーション 2 名、ライフ数名、相

夢社数名、秀欧会数名 

ヤマトセキュリティー多数名、イカイ多数名、北洋建設多数名、

スカイネット多数名 

11 月 27 日 
札幌市北区北22条西5

丁目 2-32 

第 11 松井ビル 2-C 
9 名 

就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

今後の体制方向性 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 3 名、モナミコーポレーション 0 名、 

ヤマト総研多数名、札幌ワークス多数名、スカイネット多数名 

なんもさミディアム数名、NH サービス数名 

12 月 25 日 
札幌市北区北22条西5

丁目 2-32 

第 11 松井ビル 2-C 
9 名 

就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

今後の体制方向性 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 3 名、モナミコーポレーション 3 名、ライフ数名、相

夢社数名、秀欧会数名 

ヤマトセキュリティー多数名、イカイ多数名、北洋建設多数名、

スカイネット多数名 

H29 年 1 月 22 日 
札幌市北区北22条西5

丁目 2-32 

第 11 松井ビル 2-C 
9 名 

就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 2 名、モナミコーポレーション 1 名、ライフ数名、相

夢社数名、秀欧会数名 

ヤマトセキュリティー多数名、イカイ多数名、北洋建設多数名、

スカイネット多数名 

2 月 26 日 
札幌市北区北22条西5

丁目 2-32 

第 11 松井ビル 2-C 
9 名 

就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

次年度の体制 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 2 名、モナミコーポレーション 1 名、ライフ数名、相

夢社数名、秀欧会数名 

ヤマトセキュリティー多数名、イカイ多数名、北洋建設多数名、

スカイネット多数名 

   3 月 26 日 
札幌市北区北22条西5

丁目 2-32 

第 11 松井ビル 2-C 
9 名 

就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

次年度の体制 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 2 名、モナミコーポレーション 2 名、ライフ数名、相

夢社数名、秀欧会数名 

ヤマトセキュリティー多数名、イカイ多数名、北洋建設多数名、

スカイネット多数名 

 

生活保護に依存しない、生活困窮者への自立支援活動 

 

初期面談で相談者の現状、状況、過去、障害の有無、要望、方向性等の話を聞き取ります。それにより、今後

の方向性を当事者と話合いを行いながら支援の方向性を考えていきました。ベトサダ荘への入荘、他団体への

繋ぎ等を判断し、本人確認の上今後どのようにするか決めました。 

 

ベトサダは入り口支援及び緊急シェルター対応を行っていますので、支援を求めて来る人には、共同生活の

為ハウスルールに則していれば 100％即入居してもらい支援、繋ぎを行います。 

 

今年度の総入居者数 212 名で内訳は、札幌市内からの入居者は 120 名、市外は 56 名及び道外は 34 名、海外 1

名、記憶喪失の為不明 1 名いました。内、一時生活支援事業対象外は 18 名いました。また、一時生活支援事業



対象外の人を緊急一時シェルターとして受け入れし、方向性が決まるまで生活支援（衣食住）を行いました。そ

の中には生活保護受給中の人も 10名いました。その内 8名は関係機関に繋ぎ、2名は生活保護を中止し中間就労

を行いました。生活保護受給中以外の他 7名は中間就労を行い、その内 2名は一般就労しました。中間就労支援

及び生活支援（衣食住）を行った 9 名は、入居期間 12 ヵ月とし、自立した社会生活に回帰できるよう支援しま

した。結果、自立 2名・無断退荘で不明 3名・継続中 4名になりました。 

 

一貫して就労支援をメインに活動を行っていますので、通常入居された人は生活保護申請、各種障がい者手

帳を取る等はしていません。入居スペースの問題、支援員が少ないのと云う事、利用者が多いと云う事もあり

ますが、3 か月間ベトサダに居て各種手続きをする為及び社会資源に繋げる為に就労しないで生活支援をする

事はベトサダの考える支援とは違います。1日でも早く一般社会への回帰が前提で考えているからです。 

 

ベトサダで支援出来ない就労が難しい人は早々に他団体に繋ぎ専門の人達に任せ地域連携をしている資源に

繋げる方が良いと考えます。そして期間が短すぎる為支援が中途半端になる可能性があるので、少しでも早く

生活保護を受給する等し、個人の安定を優先させ時間を掛け社会資源の利用をした方が良いと考えます。そし

て所持金が無い人ばかりなので、お金を貰い自分の欲しい物が少しでも買えるようにしたいと云う想いも有り

ます。 

 

また、支援を求めて相談に来る人は後を絶ちません。受け入れ人数にも限界がありますので、出来るだけ早

く自立に繋げ、次の入居スペースを作らないといけません。当然 3 ヵ月フルかかる人もいますが、早々に判断

し方向性を出し回転率を上げないと年間平均 280 名位の相談者は受け入れ出来ません。一時生活支援で期限 3

ヵ月で全員 3 ヵ月フル滞在の受け入れで移行しているとベトサダでも年間 120 名前後の受け入れしか出来ない

と思います。他 160 名位は一時的に行く場所さえなくなります。 

 

 就労支援では、今期平成 28年 4月 1日より平成 29年 3月 31 日迄で、名中（総受け入れ 212 名）95名が自立

していきました。支援として衣食住の提供及び、就活する為に必要な物等（履歴書、写真、スーツ、靴）の提供、

送迎等の支援を行いました。また、当団体の関連団体である㈱イカイ 22 名、北洋建設㈱3 名、㈱ヤマトセキュ

リティ 3 名、㈱スカイネット 2 名、（合）札幌ワークス 1 名を繋ぎ、自立に向けての準備が早めに出来る様に

連携して就労支援を行いました。他の一般企業で当施設に求職情報を頂いている会社の紹介（斡旋は行ってい

ません）も行い、本人の意思によりその会社の面接を希望した場合、当施設に来てもらい面接を行って頂きま

した。就職が決まった方には、仕事着、仕事に必要な物、昼食の支援等を行いました。 

  

何らかの障害を持ちすぐに一般就労することが難しい人たち 9 名には、中間就労の場を提供して社会で働い

ていく上での「生きがい・やりがい」を感じて貰い、中間就労を通して仲間や地域住民との関係をつくり、一般

就労に向けての訓練と、再び社会復帰を果たすための意欲を高めて貰う事と、失われた社会との絆を取り戻し

てもらう事を旨として行いました。 

 

緊急シェルターとしての緊急受け入れは 365 日 24 時間体制で受け入れしていますので、受け入れ人数は 212

名になります。夜間電話相談 111 件、18：00～8：00 までの受け入れは 73件ありました。 

 

医療支援では、北海道根室振興局保健環境部長・根室保健所長（兼任）中標津保健所長 伊藤則彦医師による

訪問診療、健康保険の申請の手伝い、常備薬の配布、病院への送迎、情緒不安定、ストレス等のリスクヘッジの

為のカウンセリング等を行いました。 

 

入居者のほとんどは所持金を使い切り、所持金 100 円未満の方がほとんどです。彼らに対し生活保護申請の

支援を行うことは可能ですが、就労意欲のある健康な人に対し、安易に生活保護申請をするのは、社会問題と

なっている「生活保護依存症」の要因となる可能性があります。私たちは「生活保護に頼らない支援」をするた

めに、「生活支援」「就労支援」「医療支援」を基本に支援を行っています。また、債務を抱えた人も多いのです

が、借金返済の為のシェルターではないので、入居期間中は借金の返済は出来ません。法テラス等に同行し債

務整理、破産手続き等行いました。 

 

「助けられる人から、助ける人へ」がベトサダのアイデンティティーであり、相談者が自立してもベトサダス

ピリッツを継続していけるよう支援しています。 

 



 
 

このように退荘した後支援して下さる人が出来ています。 
 

 

成果として、中間就労及び生活保護ありきの就労ではなく、一般就労に於いて、ベトサダの全入居者での自

立は 45％になり、就労支援対象者での自立は 66％になります。また就労支援対象者で 1ヵ月以上の利用者の就

労率はほぼ 100％です。 

 

☆平成 28 年 4 月１日より平成 29 年 3 月 31 日は 95 名の方が自立していきました。生活保護で考えるな

ら、1 人当たり月額約￥113,000 の保護費が掛かります。年間で約￥1,356,000 になります。今期 95 名の自

立を考えれば、月額でも約￥10,735,000 の財政削減を行った事になります。年間で考えれば各人 95 名×

￥113,000×12 ヵ月で￥128,820,000 の削減になります。膨大な効果だと考えられます。一旦生活保護をと

っても、その後自立する人が増え再路上しない限り効果は上がって行くと考えられます。当団体の受け皿に

なってくれている支援団体がいてこその成果です。 

 

☆一般就労した人の支払う事になった「所得税・社会保険料・住民税等」の税の徴収を最低賃金で計

算すると、764 円（平成 27 年度迄の北海道最低賃金）×8 時間（1 日）×22 日（1 ヵ月稼働日数）＝

134,464 円になり、所得税約 1,600 円（月額）・社会保険料約 42,000 円（月額）・住民税約 900 円（月

額）＝44,500 円（月額）×12 ヵ月＝約 534,000 円（1年）×95 名＝約 50,730,000 円（年間）の就労に

よる税・社会保険料所・所得税等の徴収増財政効果になり、生活保護回避金額 128,820,000 円（1年）

をプラスすると 1年で約 179,550,000 円以上の財政効果になります。 
 

 

平成 29 年 1 月に 3年前ベトサダに入居していたＨくんから電話が有りました。「入居していた時から

働いていた派遣会社を退職し、新しい会社に正社員として 3月から雇用される事が内定しました。提出書

類の中に身元保証人が必要なのですが、親族もいないし保証人を頼める人もいないので、ベトサダで保証

人になって頂けませんか？」と連絡が有りベトサダ荘に来てもらい話をしました。緊急連絡先ならなれる

けど、金銭的賠償が有る保証人になるのは難しいのですが、退職後新しい会社で給与を貰うまでの生活費

も貯めていて金銭的には大丈夫と云う事と、ベトサダから新しい会社に連絡を取り内容を聞き了承したう

え今回特例で保障人になる事を決めました。 

 

このように正社員になるには保証人が必要な場合が多々ありますが、親族もいない、友人もいないと云う社

会的孤立の人はなかなか正社員雇用は難しいのだなと改めて思いました。ベトサダの利用者が保証人を依頼し

てきても全ての人には対応できません。やはり金銭的賠償が含まれることが多いからです。何かあった時ベト

サダで対応できなくなります。 

 

課題として、ベトサダの管理下では就労に対するやる気等の向上が有りました。また、金銭管理等も出来て

      

 

 

 

 

 

 



いました。しかし、外部に出てベトサダの管理が出来ない状況になった時、人間関係での孤立により退職、依存

症等の再発により金銭管理が出来なく浪費し再び生活困窮等したという人もいます。支援期間 3 ヵ月と云うの

は短すぎで本当の意味での自己改革は出来ないと思います。また、ベトサダを出て連絡が取れなくなる人が多

数名います。アフターフォローをしようにも出来ないことがほとんどです。そして人的・経済的にも難しい状

況です。そして上記したように保証人の問題が出てきます。 

 

また、生活保護受給者を受け入れする団体、事業所等は、この人は受け入れ出来ない等で断られる事が多々

あります。事業所により規定が有るのだと思いますが、かなり狭き門になっていて、繋ぎ先が見つからない場

合も多々あります。 

 

早期就労が困難な若者への、パーソナルサポート及び中間就労支援活動 

 

ベトサダでは、すぐに一般就労することが難しい彼等に、ボラ

ンティア活動の場及び中間就労の場を提供し社会で働いていく上

での生きがい、やりがい、を感じて貰い、ボランティア及び中間

就労を通して仲間や地域住民との関係をつくり、再び社会復帰を

果たすための意欲を高めて貰う事と、失われた社会との絆を取り

戻すことを旨に支援を行いました。 

 

WAM 助成事業事

務専任スタッフ

としては2名を配

置し相談及び管

理を行っています。 

 

中間就労をしている人たちは、なかなか共同生活に馴染めな

い為、中間就労者専用にマンションハッピーを 5 部屋確保しま

した。ベトサダ荘は札幌市生活困窮者一時生活支援事業でシェ

ルターとして使用しているので自主事業では使用できません。

また、今後の自立に於いても自分で生活することは必要不可欠

であり、自活出来ないのであれば、自立は不可能になります。

そういう訓練も含め個人部屋に入ってもらい様子を見て方向性

を確認し、次のステップにシフトしていきました。 

 

ボランティア活動及び中間就労の場では、ごみ拾い、除雪

等の地域貢献活動等、ベトサダでの調理補助、掃除などの就

労訓練が有り、各人の能力に合わせボランティア就労又は

就労訓練を行いました。中間就労の場では訓練次第により、

スタッフへの登用、連携団体先への就労、生活保護も視野に

入れ他団体との連携を計り生活保護又は、福祉施設に繋げ

るケースもありました。今年度の目標人数は 14名でしたが

9名の中間就労を行いました。 

 

ベトサダで仕事を受注して中間就労を行う事が出来れ

ばよいのですが、その時その時で人数が違う為請け負っ

た仕事が出来ない可能性が有り受注する事が出来ませ

ん。 

 

 

平成 28 年 4 月１日より平成 29年 3月 31 日までの期間で 9名が中間就労訓練を受け、2名が自立に繋が

り、3名が無断退荘し、他 4名は引き続き就労訓練を受けています。無断退荘した 3名は以前も入退荘を繰

り返し、一般就労は難しいと判断し中間就労を行ったのですが、今回も無断退荘をしてしまいました。 

 

平成 27 年度事業より札幌市委託事業により、札幌市一時生活支援協議会が設立され 2 年になり、パン

フレット・インターネットなどの告知により認知度が上がり、相談者も基幹センターを通して受託 4 団体

に入居者振り分け等が有り、入居者も少なくなり、中間就労に就く人も少なくなりました。其の為、当初予

定していた中間就労者数は達成できませんでした。また、全体的に相談者も減少していました。 

 



成果として、「働く自信が出来てきました。」「フルタイムの仕事に就いて自立したいん

で仕事先を紹介して下さい。」等前向きな言動、行動が顕著に現れました。結果 2名の自

立に繋がりました。 

 

課題として、ベトサダの管理下では就労に対するや

る気等の向上が有りました。 

 

しかし今年度は無断退荘する人が出ました。コミュ

ニケーションを取っていたのですが何かが足りなかっ

たのかと思います。 

 

また、外部に出て管理出来ない状態になった時、人間関係での孤立により

退職、依存症等の再発により金銭管理出来なく浪費し再び生活困窮等する人

もいます。期限は必要ですが、支援期間を設けるのは難しいと思いました。 

 

発達障がい、依存症等の病気は本人の自覚がなかなか認められない病気だ

と思います。特にギャンブル依存は自分の欲望を抑える事が出来ず、欲望、

体裁の為嘘をつく事も多く第三者からは症状が分からない事がほとんどで

す。病院等にも連れて行けない、自分からも行かない等、症状の悪化が進行

していく状態になります。 

 

このような人達の為、ベトサダとしてワンストップでの支援を行った方が

成果が上がるのではと考えています。当然のことながら、生活保護を前提に

しなければ出来ない支援になっていきます。 

 

一般就労で繋がった先等の包括支援は継続して行かねば本当の自立は出

来ないと思います。関連団体に就労すれば包括的支援は出来るのですが、ま

ったく外部の企業だとなかなか支援出来ないという状態になりますので、本

人とベトサダとの繋がりをもっと強化し、いつでも相談出来るよう支援した

いと思います。 

     

 

中間就労で以前 WAM 様の助成金で中間就労での除雪作業の為の防

寒着・除雪道具を購入させて頂きましたが 2年が経過し、劣化してい

ました。其の為新しく防寒着・除雪道具を購入させて頂きました。 

  



中間就労表                               平成 28 年４月 1日～29年 3月 31 日 

 中間就労期間 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 備考 

ＭＴ Ｈ28 年 4/8～5/24 〇 〇           
 

ＳＹ Ｈ28 年 5/24～  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
 

ＳＹ Ｈ28 年 6/4～6/22   〇          
 

ＩＮ Ｈ28 年 6/17～7/9   〇 〇         
 

ＴＭ Ｈ28 年 7/1～    〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
 

ＭＳ Ｈ28 年 9/17～      〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
 

ＡＫ Ｈ28 年 9/18～11/18      〇 〇 〇     
 

ＹＹ Ｈ28 年 12/1～         〇 〇 〇 〇 
 

ＴＴ H29/1/24～2/28          〇 〇  
 

 

 

(例) 中間就労状況（平成 28 年 12 月） 
札幌市北区北 21 条西 2丁目 1番 3号 

特定非営利活動法人 自立支援 ベトサダ 

代表理事 中塚 忠康 

氏名： Y.Y          （ 48 才） 就労内容： 調理補助  

１．就労状況 （評価はＡ→指導内容を理解し自ら動く
．．．．

 Ｂ→指導内容を理解している Ｃ→指導内容をこなせない） 

日付 出勤状況 就労内容 評価 日付 出勤状況 就労内容 評価 

1    16 9：00～11：00 食事の盛り付け・調理補助 B 

2 13：00～15：00 食事の盛り付け・調理補助 B 17 13：00～15：00 食事の盛り付け・調理補助 B 

3 13：00～16：00 食事の盛り付け・調理補助 B 18   B 

4    19   B 

5 13：00～15：00 料理の下ごしらえ・米とぎ B 20 13：00～15：00 施設の片づけ、清掃 Ａ 

6 13：00～15：30 料理の下ごしらえ・調理補助 B 21 9：00～11：00 調理場掃除・食事の盛り付け Ａ 

7    22 
8：00～8：30 

13：00～15：00 

除雪 

料理の下ごしらえ・米とぎ 
Ａ 

8 13：00～15：00 食事の盛り付け・調理補助 B 23 13：00～15：00 玄関前の草取り・調理補助 Ａ 

9 13：00～15：00 食事の盛り付け・調理補助 B 24 13：00～16：30 料理の下ごしらえ・米とぎ Ａ 

10 
8：00～8：30 

13：00～15：30 

除雪 

料理の下ごしらえ・米とぎ 
B 25    

11 13：00～15：00 調理場掃除・調理補助 B 26    

12    27 13：00～15：30 
料理の下ごしらえ 

食堂窓拭き 
Ａ 

13    28 13：00～15：00 
料理の下ごしらえ・調理補助 

調理場掃除・洗い物 
Ａ 

14 
8：00～8：30 

13：00～15：00 

除雪 

食事の盛り付け・米とぎ 
Ｂ 29 

8：00～8：30 

13：00～15：00 

除雪 

料理の下ごしらえ・調理補助 
Ａ 

15 13：00～15：00 料理の下ごしらえ・米とぎ B 30 13：00～15：00 食事の盛り付け・米とぎ Ａ 

    31    

２．総括 

担当者 管理責任者 

  

 指導内容の理解力と行動力には問題はない。、他のスタッフに気を使っているようだ。衛生面も几帳面である。                 

                                  

                                  

 

 



生活困窮者支援報告及び意見交換会 

 

日頃はお世話になり有難う御座います。この度ベトサダの活動報告及び困窮者支援の在り方についての

意見交換会を催したいと思います。皆様何卒ご参加の程宜しくお願い致します。 

 

2005年6月よりベトサダの生活困窮者自立支援事業は、困窮者に寄り添った支援を行っています。私た

ちベトサダは、入り口としての支援体制でスタートしました。衣食住の生活支援を行い自立を促してきま

した。しかし、出口である就労場の確保や就労支援の内容が十分とは言えません。 

 

2009年NPO法人認可を受け就労支援事業をスタートさせ、2010年より出口の問題で早急に一般就労出来

ない人の存在が明確になり、その人たちをどうするかと云う事を背景に、「独立行政法人 福祉医療機構 

社会福祉振興助成事業 WAM」様の助成を受け中間就労事業をスタートさせました。  

 

2013 年より本格的に中間就労事業を行い、連携団体・協力連携して頂ける企業様の拡充を行い支援体

制を強化して来ました。 

 

本支援及び生活困窮者支援がどのような効果を上げ、また問題や相談者の課題等がどのように浮かび上

がっているのか、それらの問題や課題等をどう解決していくかを、参加者様と一緒に考えていきたいと思

います。 

 

▪場所 札幌市北区北 8 条西 3丁目札幌エルプラザ 4Ｆ 大研修室Ｂ 

 

▪日時 平成 29 年 2 月 25 日（土） ＡＭ9：30～ＡＭ11：30（会場 9：00） 

 

▪参加申込み 事前にベトサダ事務局迄お申込み下さい 

             1 月 31 日締め切り 

 

 

 

お問い合わせ 特定非営利活動法人 自立支援事業所 ベトサダ 

                   札幌市北区北 21 条西 2丁目 1-3 

TEL 011-716-5130 / FAX 011-708-7117 / MAIL office@npo-bethesda.com   

 

 

 

mailto:office@npo-bethesda.com


 

生活困窮者支援報告及び意見交換会  参加申し込み 

 

▪必要要綱を記入御上 FAX 若しくは MAIL にて返信ください。 FAX 011-708-7117 

 番号のお間違えのないようご注意ください。       MEIL office@npo-bethesda.com 

 

 

会社名 

又は 

団体名 

 

出欠 出席       欠席 

お名前 1 

 

 

お名前 2 

 

 

お名前 3 

 

 

ご住所 
〒   － 

E-MAIL 
 

TEL  FAX  

 

 

お申込み・お問い合わせ 

特定非営利活動法人 自立支援事業所 ベトサダ 

札幌市北区北 21 条西 2 丁目 1-3 

TEL 011-716-5130 / FAX 011-708-7117 / MAIL office@npo-bethesda.com 
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生活困窮者支援報告会及び意見交換会参加者 

 

名前 住所 
参加 

不参加 

なんもさサポート 札幌市北区北 23 条 × 

なんもさ長屋 札幌市北区麻生町 × 

ばんそうはうす  札幌市北区北 23 条 〇 

北海道ネットワーク 札幌市北区北 23 条 〇 

希望寮 札幌市北区北 27 条 × 

ほっとらんど  北広島市西の里 〇 

草の芽会  札幌市北区北 23 条 〇 

ステップ  札幌市中央区大通西 6 丁目 10 番地大通公園ビル 8Ｆ 〇 

岩見沢生活サポートセンターりんく 岩見沢市 3 条西 3 丁目 2-1  × 

大学教授 札幌市西区八軒 〇 

弁護士 札幌市中央区大通西 12 丁目北海道合同法律事務所 〇 

札幌市役所  札幌市中央区北 1 条西 2 丁目保健福祉局保護指導課 〇 

北区役所 札幌市北区北 24 条西 6 丁目保健福祉部保護課 × 

苫小牧市役所 苫小牧市旭町 4 丁目 5-6 福祉部福祉相談担当 〇 

苫小牧ワーカーズコープ 苫小牧市旭町 4 丁目 5-6 総合福祉課 〇 

ジョイン  札幌市北区北 22 条西 5 丁目 〇 

ジョイン  札幌市北区北 22 条西 5 丁目 〇 

ジョイン  札幌市北区北 22 条西 5 丁目 〇 

みんなの広場  札幌市北区北 22 条 〇 

れおん  札幌市手稲区 〇 

れおん  札幌市手稲区金山 〇 

れおん  札幌市手稲区金山 〇 

アジール  札幌市北区北 30 条 〇 

アジール  札幌市北区北 30 条 〇 

ヤマトセキュリティ 札幌市白石区菊水 × 

スカイネット  札幌市中央区南 13 条 〇 

北洋建設 札幌市東区北 20 条 × 

イカイ  札幌市中央区北 4 条西 5 丁目  〇 

モナミコーポレーション 札幌市北区北 37 条 〇 

秀欧会福祉サービス 札幌市中央区南 3 条 〇 

ＮＰＯ法人ライフ 札幌市西区琴似 2 条 × 

相夢社 樺戸郡新十津川町 × 

HBC テレビ  〇 

北方ジャーナル  〇 

   

 

 平成29年2月25日 札幌市北区エルプラザ4Ｆ大研修室Ｂにて報告会を開催しました。2009年NPO法人認可を受

け就労支援事業をスタートさせ、2010年より出口の問題で早急に一般就労出来ない人の存在が明確になり、そ

の人たちをどうするかと云う事を背景に、「独立行政法人 福祉医療機構 社会福祉振興助成事業 WAM」様の助

成を受け中間就労事業をスタートさせました。  

2013 年より本格的に中間就労事業を行い、連携団体・協力連携して頂ける企業様の拡充を行い支援体制を強

化して来ました。 



 

本支援及び生活困窮者支援がどのような効果を上げ、また問題や相談者の課題

等がどのように浮かび上がっているのか、それらの問題や課題等をどう解決し

ていくかを、参加者様と一緒に考えていきたいと思い『生活困窮者支援報告と意

見交換会』を開催しました。 

 

参加者は連携先様等 30名の参加予定でしたが 25名の参加になりました。 

 

ＨＢＣテレビ・北方ジャーナル

等のメディアも参加して頂き

ました。 

 

 中間就労事業も 3 年が経過

し、配布する資料として「まとめ報告書」を作成しました。ま

た、新規繋ぎ先及び連携先を開拓するに当たり、ベトサダの活

動紹介等のリーフレットも作成しました。 

               

      

                 

 

 

 

刑余者及び高齢者・障がい者・介護が必要な方々への支援活動 

 

 刑余者の支援活動は年齢、刑余期間、犯歴回数などの聞き取りを行い、今後の方向性を本人との相談により

決めていきました。犯歴回数が少ない、若年齢（目安として 55歳以下）の人は就労支援を行い、他の入荘者と

同じ様に居住場所に住み、食事の提供を行い日々の生活を共に過ごしました。その行動、就労意欲等を見なが

ら面談を行い一般生活へ移行出来るか出来ないかの判断をし、出来る人はそのまま一般就労をしてもらい、出

来ない人は生活保護を受けるよう他団体に繋ぎました。 

 

犯歴回数の多い人、高齢者、障がい者は、なかなか一般就労が出来ない為、緊急シェルターとして受け入れ、

生活保護受給の為の住居が決まるまで生活をして貰いました。生活保護受給の為の繋ぎ先として、なんもさサ

ポート 7 名、株式会社モナミコーポレーション 5 名、秀欧会 5 名、なんもさ長屋 3 名、ばんそうはうす 5 名、

北広島ほっとらんど 5名、希望寮 11 名、サンレジデンス 4名、函館かっこう 4名、草の芽会 3名、みんなの広

場 2名、ジョイン 2名、救護施設 3名、市役所 1名（記憶喪失者）他に繋ぎました。 



 

 要介護の人は初期面談で繋ぎ先を決めます。ベトサダでは介護職員がいない為、介護が出来ないからです。 

要介護の人は主に連携団体の株式会社モナミコーポレーション・株式会社秀欧会福祉サービス他に繋ぎました。 

 

生活保護受給する人は早々に繋ぎ先を決め移動までの期間（1 日～10 日）はベトサダで受け入れますが、迅

速に移動を行いました。当施設は 24 時間体制ですが他団体は違うので、時間的な事等で即日移動が出来ないこ

とも多々ありました。 

              

生活保護団体一覧 移行人数 

なんもさサポート                 刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 7 

なんもさ長屋                   刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 3 

なんもさワークス                 刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ  

㈱秀欧会福祉サービス               刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 5 

希望寮                      刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 11 

函館かっこう                   刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 4 

(株)モナミコーポレーション            刑余者・高齢者、障がい者を繋ぐ 5 

サンレジデンス                  刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 4 

ほっとらんど                   刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 5 

草の芽会                     刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 3 

(株)エーワイシー                 刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ  

共同生活援助住宅 文京の里              高齢者、障がい者を繋ぐ  

 

ウエルビー株式会社                高齢者、障がい者を繋ぐ 

 

 

救護施設                     刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 3 

相夢社                      高齢者、障がい者を繋ぐ  

NPO 法人ライフ                    障がい者を繋ぐ  

ばんそうはうす                  刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 5 

みんなの広場                   刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 2 

ジョイン                     刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 2 

 

札幌市内における、路上生活者及び生活困窮者と思われる人への声掛け活動 

 

 隔週土曜日 AM6:00～AM8:00 位まで支援を行う為の朝回り等での声かけ、

巡回相談、パンフレットの配布を行い、路上生活者及び予備軍へのアプロ

ーチを行うと同時に、新しい情報収集を行いました。顔見知りのホームレ

スの方々との話の中で新規の人の情報、今はこのあたりに人が集まってい

る等の情報を貰います。そして、ホームレスの人達の安否確認も兼ねて行

っています。新しく声を掛け、相談をしてくれた人は迅速に繋ぎ先を決め

るよう手配します。もしくは、ベトサダ荘に数日間入ってもらい、体力を回

復させ、今後の方向性を聞き取りどうするか決めていきました。 

 

  

   

 

   

 

 



 巡回報告 

日時 見かけた人 場所 
参加人

数 
移動手段 ニュース配布数 

声掛け

人数 
備考 

平成 28年 4月 2日 

06：15～08：15 
1 名 

突然の問い合わせ致します。半年くらい前からだと思いますが、札幌

駅北口の地下歩道（Lプラザに向かう通路）に女性のそれらしき方が居

ります。日々の通勤途中で、自分では声をかけて何か支援をする事は

できません。そんな方を支援する事は、貴社では行っているのでしょ

うか？もし可能であれば、本人より連絡させるか、またはそちらから

その場所へ確認訪問して頂けますでしょうか。朝、合同庁舎方面より、

カートのようなものに大きな荷物を載せて、パセオ方面にやってきま

す。夕方には、そこの椅子に座ってうずくまっております。年の頃は

50～60 歳程度。 

2名 自動車 0枚 1 名 

いつも見かける人である事を写真添

付し返信する 

一度ジョインの団体に入居したが再

路上した 

4月 9日 

06：15～08：15 
39 名 

札幌駅地下歩行空間モスバーガー前➔地下歩行空間➔北１条駐車場➔

大通駅（➜オーロラタウン➜バスセンター駅・中央バス➜札幌駅西口

改札）➜エスタ・バス待合所➜アピア➔エルプラザ通路➜パセオウェ

スト➜北口コンコース➜東口改札 

4名 自動車 0名 0 名  

4 月 25 日 

06：15～08：15 
39 名 創成川河川敷南７条大橋橋脚部分 2名 自動車 0枚 0 名 

西側に１名織、２名の荷物有り。１名

は 2月 12日深夜に巡回した時に声掛

けをした Tさん 50歳と思われる。 

5月 7日 

06：15～08：20 
44 名 

札幌駅地下歩行空間モスバーガー前➔地下歩行空間➔北１条駐車場➔大

通駅（➜オーロラタウン➜バスセンター駅・中央バス➜札幌駅西口改札）

➜エスタ・バス待合所➜アピア➔エルプラザ通路➜パセオウェスト➜北口

コンコース➜東口改札 

4名 自動車 0枚 0 名  

5 月 21 日 

06：15～08：20 
34 名 同上 4名 自動車 0枚 0 名  

5 月 21 日 

10：00 
1 名 

おつかれさまです。初めてメールさせてもらいます。斎藤と申します。

チカホを歩いていて、気になった方がおり、連絡させて頂きました。

60代くらいの男性の方で、いつも同じ場所に座っていらしゃるので、

気になっています。見かける時は、チカホ 8番、6番出口付近のイスに

座り、黒系のパーカで顔を隠すようにして、じっと座っています。昨

日、声をかけようと近づいていったものの、何と言っていいか分から

なくなり、帰ってきてしまいました。声をかけられなかった自分が情

けないですが、その方が、生活に困窮していたり、大変な状況になっ

ているのでは？と心配です。情報提供という形で申し訳ないですが、

よろしくお願い致します。 

2名 自動車 1枚 1 名 

朝回りで声掛けしている方だと思いま 

すが、見回りに行ってみますと伝える。 

 

6 月 4日 

06：15～08：10 
36 名 

札幌駅地下歩行空間モスバーガー前➔地下歩行空間➔北１条駐車場➔大

通駅（➜オーロラタウン➜バスセンター駅・中央バス➜札幌駅西口改

札）➜エスタ・バス待合所➜アピア➔エルプラザ通路➜パセオウェスト

➜北口コンコース➜東口改札 

4名 自動車 0枚 0 名  

6 月 18 日 

06：15～08：10 
33 名 同上 5名 自動車 0枚 0 名  

6 月 24 日 

11：00 
1 名 

創成川公園にホームレス男性が一人、べんちに居ます。声をかけて、ベ

トサダに行きなさい、とタクシー代と住所を渡してもよいでしょうか＆

#8265; 

２名 自動車 0枚 1 名 

お金は渡さない方がいいと思います。

こちらに来る前に他で使うとおもいま

すから。見回りに行ってみますが、朝

回りで声掛けしている方だと思いま

す。もう一度声を掛けに行きます。 

7月 2日 

06：15～08：20 
29 名 

札幌駅地下歩行空間モスバーガー前➔地下歩行空間➔北１条駐車場➔大

通駅（➜オーロラタウン➜バスセンター駅・中央バス➜札幌駅西口改

札）➜エスタ・バス待合所➜アピア➔エルプラザ通路➜パセオウェスト

➜北口コンコース➜東口改札 

4名 自動車 0枚 0 名  

7 月 16 日 

06：00～08：10 
24 名 同上 4名 自動車 0枚 2 名  

7 月 30 日 

06：00～08：10 
27 名 同上 4名 自動車 0枚 0 名  

8 月 13 日 

06：00～08：10 
28 名 同上 4名 自動車 0枚 0 名  

8 月 27 日 

06：00～08：10 
27 名 同上 3名 自動車 0枚 0 名  

9 月 10 日 

06：15～08：15 
22 名 同上 4名 自動車 0枚 0 名  

9 月 24 日 

06：00～08：10 
28 名 同上 4名 自動車 0枚 3 名 理事を連れて行く 

10 月 8日 

06：00～08：10 
30 名 同上 6名 自動車 1枚 3 名 HBC 同行取材２名 

10 月 22 日 

06：00～08：10 
27 名 同上 4名 自動車 3枚 3 名  

11 月 5日 

06：00～08：10 
36 名 同上 4名 自動車 0枚 2 名  

11 月 19 日 

06：00～08：10 
33 名 同上 5名 自動車 0枚 6 名 理事を連れて行く 

12 月 3日 

06：00～08：00 
29 名 同上 2名 自動車 1枚 1 名  

12 月 17 日 

06：00～08：00 
35 名 同上 4名  自動車 0枚 0 名  

12 月 31 日 

06：00～08：00 
25 名 同上 3名 自動車 0枚 3 名  

H29 年 1月 14 日 

06：00～08：00 
30 名 同上 3名 自動車 0枚 0 名  

1 月 28 日 

06：00～08：00 
26 名 同上 4名 自動車 0名 0 名  

2 月 10 日 

10：00 
1 名 

毎日の出社で大変気になる方がおります。こんな寒さのなか路上生活を

しているなど、私には信じられい、、、、前回他の団体にもお知らせをしま

したが、おとさたなくそしてその方はまだそこにいます。身なりからも

まだ立ち直れそうな方に見えます。そちらにて救済することは可能なの

でしょうか？地下鉄東豊線バスセンター前、大通り側の改札を立た左手

にベンチがあり、そこに毎日 9時頃おります。御組織の力で一人でも多

くの路上生活の方がすくわれますように 

2名 自動車 0名 1 名 

見に行って話をするが、全然応じて

くれない。手を振るだけで話もしな

い。パンフレットも拒否された 

2月 11 日 

06：00～08：00 
28 名 

札幌駅地下歩行空間モスバーガー前➔地下歩行空間➔北１条駐車場➔ 

大通駅（➜オーロラタウン➜バスセンター駅・中央バス➜札幌駅西口改

札）➜エスタ・バス待合所➜アピア➔エルプラザ通路➜パセオウェスト

➜北口コンコース➜東口改札 

4名 自動車 0名 0 名  

2 月 25 日 

06：00～08：00 
29 名 同上 4名 自動車 0名 0 名  

3 月 11 日 

06：00～08：00 
30 名 同上 4名 自動車 0名 5 名  

3 月 25 日 

06：00～08：00 
30 名 同上 3名 自動車 0名 3 名  

3 月 25 日 

14：00 
1 名 大通公園駅 2名 自動車 1名 1 名 

市民の連絡により声掛けに行く。入

居拒否 

 



路上生活者及び生活困窮者の緊急避難施設（シェルター）の設置 

 

 生活支援として、住居の確保を行いました。住所が無いと就職もしくは家を借りる事が出来ない為、住居を

定め自立できるよう支援しています。緊急シェルター兼住居のベトサダ荘は「札幌市一時生活支援事業」（28

名収容、期間 3ヵ月）、中間就労者住居（5名収容、期間 12 ヵ月等

の住居を提供しました。 

 

 

そして、衣類の提供、食事の無料支援を行い、不安無く就労し、

一日でも早い自立が出来る様に支援を行いました。ベトサダ荘で

は緊急シェルターも兼ねている為、深夜でも受け入れ要請があり

ます。その為 24 時間スタッフが常駐し、いつでもどんな事にも即

対応出来る様にしています。日頃から入居者に対し常に声かけ等

を行い、相談、リスクヘッジを行い、自立に向けたサポートを行い

ました。 

 

尚、ベトサダは即入居を行っています。他の地域は面談を行い、

後日審査の上入居になるらしいのですが、北海道という地域性もあり、冬

場では生死に関わりますので即入居を行っています。また、警察からの

依頼も全国ではほとんど無いと云う事ですが、警察・拘置所（弁護士を

通してを含む）から 39 件の受け入れ要請が有りました。刑務所からは

21 名の入居が有りました。 

 

緊急シェルターとしての緊急受け入れは 365 日 24時間体制で受け入

れしていますので、受け入れ人数は 212 名になります 

 

24 時間対応電話相談 

 

 夜間の電話相談、受け入れ等の業務に専属スタッフ 3 名を置き、いかなる時でも支援できる体制をとりまし

た。警察署、刑務所、行政福祉課、市民情報、本人のインターネット検索等による、相談、連絡、要請等が有り

ます。緊急シェルターとしての緊急受け入れは、365 日 24 時間体制で受け入れしているので、夜間電話相談は

111 件あり、18：00～8：00 までの受け入れは 73件ありました。 

 

電話相談件数(PM6:00～AM8：00) 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 H29.1 月 2 月 3 月 合計 

自らの SOS 1 2 2 1 1 4 4 3   3 2 23 

警察の要請 5 2 2 3 1 1 3  5 1 4 3 30 

ジョイン 1 2  3  2 1   1 1  11 

他団体 
 

1      1    1 3 

弁護士 1            1 

仕事の電話 1 3 1 6 3  1  1 2   18 

その他の連絡 2 3 4 1 5 2 1     2 20 

一般の人       1 1    2 4 

合計 11 13 9 14 10 9 11 5 6 4 8 11 111 

 

上記に係る運営維持管理業務 

 

 WAM 助成事業事務専任スタッフとしては 2名を配置しました。日中の管理運営業務は他 4 名が執り行いまし

た。他団体との繋ぎの打合せ、資料作成を行い移行がスムーズになるよう段取りを行いました。 

 

以上のように段階的及び継続的伴走型支援の実施を行い、1 人一人に寄り添った支援をしています。助成金

により当初予定していた支援はできたと思います。引き続き中間就労を行っている 3名は自立に向けて支援し

ていきます。今回の段階的就労支援及び中間就労で働くことの意識付けができたことは大きい成果です。水際

での一般就労への道筋も開けたと思います。ベトサダではこの事業を今後も継続していきます。 

 

 

 



札幌市一時生活支援事業状況 

 

 

2 月分）

年 3 月 6 日

自治体

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
年間
合計

49 55 63 72 69 69 62 54 54 67 63 0 677

14 15 11 16 12 18 8 9 14 13 10 0 140

10 8 5 6 5 7 1 3 6 0 2 0 53

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 15 11 15 12 18 8 9 14 13 8 0 137

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 9 6 7 11 11 7 8 8 10 2 0 89

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 10 15 11 14 10 6 8 9 14 6 0 114

7 6 4 6 6 5 1 3 3 2 1 0 44

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 10 15 10 12 9 6 8 9 13 6 0 109

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 10 13 10 10 9 6 8 8 8 6 0 97

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0うち就労支援対象プラン作成者分

そ
の

他

生活福祉資金等による貸付

生活保護受給者等就労自立促進事業

就労者数（一般就労総数）

うち就労支援対象プラン作成者分

支

援
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ニ
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ー

の
利
用

状
況

住居確保給付金

一時生活支援事業

家計相談支援事業

就労準備支援事業

就労訓練事業

自立相談支援事業による就労支援

生活保護受給者等就労自立促進事業

その他

増収者数（総数）

法

に
基

づ
く

事
業
等

利

用
件

数

住居確保給付金

一時生活支援事業

家計相談支援事業

就労準備支援事業

就労訓練事業

自立相談支援事業による就労支援

新規相談受付件数（総数）

プラン作成件数（総数）

就労支援対象者数
（プラン期間中の一般就労を目標にしている）

平成２８年度　生活困窮者自立支援に関する支援状況　調査票 基幹センター集計（

報告日 29

都道府県 北海道 札幌市

2 月分）

年 3 月 6 日

自治体

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
年間

合計

19 23 23 19 16 23 14 17 12 24 15 205

4 4 0 4 4 4 0 1 3 1 2 27

4 4 0 4 4 4 0 1 3 1 25

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 4 0 4 4 4 0 1 3 1 2 27

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 4 0 4 4 4 0 1 3 1 25

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 6 9 8 7 8 4 7 8 11 6 82

4 4 0 4 3 4 0 2 2 1 24

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 6 9 8 7 7 4 7 8 11 6 81

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 6 9 8 7 7 4 7 7 5 6 74

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0うち就労支援対象プラン作成者分

そ

の

他

生活福祉資金等による貸付

生活保護受給者等就労自立促進事業

就労者数（一般就労総数）

うち就労支援対象プラン作成者分

支

援
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ュ
ー

の
利
用

状

況

住居確保給付金

一時生活支援事業

家計相談支援事業

就労準備支援事業

就労訓練事業

自立相談支援事業による就労支援

生活保護受給者等就労自立促進事業

その他

増収者数（総数）

法

に

基

づ

く

事

業
等

利

用

件

数

住居確保給付金

一時生活支援事業

家計相談支援事業

就労準備支援事業

就労訓練事業

自立相談支援事業による就労支援

新規相談受付件数（総数）

プラン作成件数（総数）

就労支援対象者数
（プラン期間中の一般就労を目標にしている）

平成２８年度　生活困窮者自立支援に関する支援状況　調査票ベトサダ集計（

報告日 29

都道府県 北海道 札幌市



 

   
 

    
 

警察
拘置所

弁護士

矯正施設

退所者

市役所

等

見回り

通報
JOIN 他団体

親族

知人
自ら 計

20才未 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

20代 5 2 1 0 0 17 5 1 10 41

30代 5 1 2 1 0 16 7 1 15 48

40代 8 3 8 2 0 19 8 1 11 60

50代 4 2 5 0 0 15 7 1 4 38

60代 4 1 4 0 1 0 0 0 2 12

70代～ 4 0 1 0 0 3 2 0 0 10

計 30 9 21 3 1 72 29 4 42 211
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20才未

警察

14%

拘置所

弁護士

4%

矯正施設

退所者

10%

市役所

等

1%
見回り

通報

1%

JOIN
34%

他団体

14%

親族

知人

2%
自ら

20%

入荘経由 割合
警察

拘置所

弁護士

矯正施設

退所者

市役所

等

見回り

通報

JOIN

他団体

親族

知人

自ら

人

0時 1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時

人数 4 1 0 2 1 0 2 0 4 3 12 12

12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 計

人数 12 16 19 18 14 29 16 15 13 7 7 5 212

市内 道内 道外 海外 計

20才未 0 2 0 0 2

20代 24 9 8 0 41

30代 29 11 8 0 48

40代 36 17 7 0 60

50代 18 14 5 1 38

60代 10 1 1 0 12

70代～ 3 2 5 0 10

計 120 56 34 1 211

入荘時刻　年間一覧表

以前の住居地

4
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1
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2

0

4
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12

16

19

18

14

29

16

15

13

7

7

5
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0時
1時
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3時
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5時
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7時
8時
9時

10時

11時

12時

13時
14時
15時

16時

17時

18時

19時
20時
21時

22時

23時
入荘時刻 比較

人

57%

27%

16%

0% 以前の住居地

市内

道内

道外

海外

※ H28年9月6日～同7日迄、市役所依頼で記憶喪失者一泊引き受け。次の日、豊平区役所に繋ぐ。

年齢不詳・その他不詳な為、入荘時刻以外にはカウントしていません。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

20才未 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 2

20代 0 2 4 4 3 5 4 3 2 6 4 4 41

30代 5 6 2 5 3 4 1 8 2 6 0 6 48

40代 8 8 9 1 6 5 1 4 5 6 3 4 60

50代 2 5 5 3 5 2 4 1 3 1 3 4 38

60代 1 4 1 1 0 0 1 1 0 3 0 0 12

70代～ 1 1 2 2 0 0 3 0 1 0 0 0 10

計 17 26 23 17 17 16 14 17 13 22 11 18 211

月別・年代表
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月別・年代別 比較

20才未 20代 30代 40代 50代 60代 70代～

1%

19%

23%

28%

18%

6%
5%

年代別割合

20才未

20代

30代

40代

50代

60代

70代～

人

一週間

未満

一ヶ月

未満

三ヶ月

未満

三ヶ月

以上
計

20才未 0 1 1 0 2

20代 14 10 17 0 41

30代 18 15 12 3 48

40代 24 26 7 3 60

50代 16 14 7 1 38

60代 8 4 0 0 12

70代～ 9 1 0 0 10

計 89 71 44 7 211

自立 生保 不明 逮捕 計

20才未 1 0 1 0 2 月 39

20代 16 9 10 1 41 火 37

30代 28 9 10 0 48 水 31

40代 32 15 7 1 60 木 37

50代 15 18 3 0 38 金 32

60代 3 9 0 0 12 土 20

70代～ 0 9 1 0 10 日 15

計 95 69 32 2 211 計 211
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ベトサダ報道 

平成 28 年 10 月 11 日 ＨＢＣ今日ドキッ！ 

     

     

平成 29 年 2 月 3 日 ＮＨＫ北海道クローズアップ 

     
 

     

平成 29 年 2 月 21 日 ＨＢＣ今日ドキッ！ 

      
 

     

     

 


